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もしこの小説を、発表された 1957 年という 50 年代の事象に合わせることが可能なら、夫と
の時間の裂け目はかなり深刻なものに及ぶはずである。終戦の前年である 1944 年に、夫が出征
したのなら、その不在の時間は実に 1２年にも及ぶからだ。 
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間もない夫婦の間に、戦争による長い政治的な「時」が災禍として侵入してしまったことだっ
たとも言えよう。 


























































この偽装された心中というトリックは、この作品の直前に書かれた『点と線』（1957 年 2 月




































































































探偵へと変貌する話は、のちに、『網』（1975 年３月９日～76 年３月 17 日、「日本経済新聞」）
という作品によって拡大され長編化されていくことになるが、旧軍部が絡んだとされるこの作



































すでにこの小説が発表された 1 年前の 1956 年には、公式にソ連内部でもスターリン批判が行
われているので、当初のシベリア帰りのイメージをそのまま小説の状況へと当てはめることは
できないが、芳子という待ち続けた妻が、夫というものへの具体的な感触を何一つ想起しない
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